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　日本語書体には、明朝体、ゴシック体、

丸ゴシック体といった基本的書体をはじ

め、教科書体を含めた楷書体、行書体、隷

書体、また勘亭流、髭文字、相撲文字と

いった江戸文字、宋朝体、古印体、新聞書

体などがあります。

　また、タイポス、タカライン、フォーク

など現代的デザインエレメントを持った書

体もあります。小町、良寛、ひまわり、游

築など、既存の明朝、ゴシックと組み合わ

せて使用されるかな書体も出ています。組

み合わせではなく単独で使用されるゴリ

ラ、ポリエステル、ラテックスなど、欧文

書体、かな書体、あるいは欧文とかなを

セットにして売り出しているものもある

ようです。

　現在デジタル書体だけでも800書体以

上が発売されているといわれています。

読みやすく、美しく、品質の高い書体とは

何かを、書体をデザインする立場から説

明します。

1　書体（タイプフェイス）の意味とその

デザインのあり方

　書体とは、統一的なコンセプトに基づ

いて創作された文字・記号などの一組の

デザインをいいます。よい書体というの

は、一つには書体のコンセプトがしっかり

しているということ、また二つ目に、書体

の完成度が高いということだと思います。

　書体を設計するうえで、例えば本文用

の書体なのか見出し用なのかということ

から、字面やウエイトが決まってきます。

縦組み用なのか、横組み用なのか、あるい

は兼用なのかということで、かなの形状、

ふところ具合が決まってきます。力強い、

優しい、伝統的であるとか、現代的である

とか、堅い、柔らかいといったイメージ

で、エレメントやバランスが変わってき

ます。

　また、その書体がどういった媒体で使

用されるものなのかということも大切で

す。具体的にいうと、その書体が活版印刷

用の書体なのか、写真植字用の書体なの

か、あるいはコンピュータの画面用なのか

プリンタ用なのかということで、視覚調整

の仕方が変わってきます。

　そういったコンセプトから書体設計は決

まってきます。具体的には、字面、ベース

ラインといったモデュール（図1-1）、ウエ

イト（図1-2）、エレメント・ふところ（図

1-3）、バランス・重心（図1-4）をどのよ

うに設計していくか、視覚調整（図1-5）の

仕方をどうしていくか、字体・字形の考え

方をどうしていくかが決まってきます。

　そして結果的に、その書体設計にきちん

と沿って１書体7000字～8000字の文字

がしっかりとできあがっているということ

がその書体の完成度になります。

デジタルタイプフェイスについて
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図1-1　モデュール

　欧文書体を設計するときにベースライン、キャップライン、ディセンダという基準ラインがあるように、字面

というのは日本語の文字設計に必要なモデュールです。

　その周りにある四角形が仮想ボディです。仮想ボディというのはべた組みの送り幅、つまり文字を単純に入力

したときに並べられる幅になります。字面を大きく設計すればするほど、べた組みの時には文字が詰まって見え

ますし、小さくすればするほど文字と文字の間が空いて見えるということになります。ばらばらにも窮屈にも見

えない、読みやすい文字の大きさを決定する大切な基準になります。

図1-2　ウエイト（文字の太さ）―　タイプバンクの明朝体とゴシック体

　平成書体のように、ウエイトを数字で表現する場合もありますが、タイプバンク書体は、従来の欧文ファミリー

のウエイト表示方法に基づいて表現しています。

�
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図1-3　エレメント・ふところ

　文字を構成する要素をエレメントと呼び、そのエレメントに囲まれた空間をふところといいます。ひとつひと

つのエレメントにも名称があり、それぞれのエレメントをどうデザインし、ふところの取り方をどう統一してい

くかがその書体イメージを決める鍵になります。

図1-4　バランス・重心

　それぞれの文字には重心があります。その重心の

高さや傾きが一定になっていないと、組まれた文章

を読んだときに目の動きが上下左右にぶれて、目が

疲れやすくなります。タイプバンク書体のように、可

読性の高い書体は、ひとつひとつの文字の重心やバ

ランスが統一されています。

図1-5　視覚調整

　人の視覚は見たそのものを脳に伝えるのではなく、

その周囲の環境や状態によって、少し変化させて映

します。例えば図にある太い縦線と交差する２本の

斜線は、人の目にはその交差した部分からずれて見

えます。こういった人間の目の錯覚を考慮して、各々

の文字エレメントの太さや位置をデザインしていか

なければなりません。
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２　書体のデザイン要素とデザイン統一

　それでは、一組のデザイン、7000字～

8000字にどんな要素があるのかというこ

とを、タイプバンクのCIDフォントを例に

説明します（図2-1）。

　日本語書体には、漢字、ひらがな・カタ

カナ（拗促音含む）、数字・欧文（大文字・

小文字）、記号類などがあります。そう

いった異なる要素を持つ文字を、どのよ

うにひとつの文字セットとして作ってい

くかということが大切になります。

�
図2-1　タイプバンクのCID文字セットより

　CID（Character IDentified-keyed）フォントは、OCF（Original Composit Format）に代わるポストスクリプト

フォントの新しいフォーマット形式です。画面表示や印刷速度の向上、ファイルサイズの縮小といった利点があ

ります。また、欧文だけを使用する言語に対して、漢字などたくさんの文字を扱うアジアの言語をもサポートで

きるファイル構造になり、異体字切り替えなど新しい機能が追加されました。
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漢字

　図2-1に漢字の例として縦横線の本数の

違う「国」という字と「轟」という字があ

ります。画数の違いによって線の太さを細

かく調節して、それぞれの文字の黒味を

統一していく必要があります。画数と線

の太さの関係を図2-2 でより詳しく説明

しています。

　また森鴎外の「鴎」という字の新字と旧

字が並んでいます。これらはCIDの異体字

切換で使用できるようになっています。こ

のふたつの文字のつくりの形状は同じです

が、バランスのよい文字を作るなら、偏の

密度によって偏の幅というのは異なります

し、その幅の違いによる黒味の調節もして

いかなければなりません。実際、2 字の

「鳥」というつくりを比べると、新字のほ

うの「鳥」というのは旧字のほうの「鳥」

に比べて幅が広いことがわかります。それ

によって黒味も同じに見えるように調節し

てあります。そういった細かい調整をしな

ければ、バランスのとれたひとつのよい文

字にはなりません。

ひらがな・カタカナ

　ここにかなの例として形状の性質の異な

るものが並べてあります。

　ひらがなの「の」などのように、正円に

近い形状のものもありますし、「つ」など

のように横長の形状のもの、「く」などの

ように縦長の形状のものもあります。こう

いった違った形状を持っている文字のふと

ころ具合をどう考えていくかということも

大事です。また、形状による大きさの調整

もしていかなければなりません。

　ひらがなの「あ」が丸い形状をしている

のに対し、カタカナの「ア」は逆三角形、

「ム」は三角形、「ネ」は菱形、「ロ」は四

角形の形状を持っています。こういったも

の全部を枠いっぱいにデザインしてしまっ

ては、四角い形状のものは他のものより、

かなり大きく見えてしまいます。逆に菱形

や三角形の形状のものは、他の文字とのバ

ランスを見ながら大きさを決めないと、小

さく見えてしまいがちです。

　また、ひらがな、カタカナには、濁点、

半濁点を持つものがあります。その位置や

大きさをどういうふうにしていくかという

ことも考えなければいけません。拗促音に

は、縦組用、横組用があります。実際に組

んだときにどう使われるかを考え、組んだ

ときにいい大きさや位置を決めていかなけ

ればなりません。

欧文・数字・記号

　CIDの日本語書体セットには2種類の

欧文・数字・記号が存在します。現在、マッ

キントッシュで使用される書体の多くは、

英数モードで入力されるものはプロポー

ショナル欧文、かなモードで入力されるも

のは2バイト欧文と呼ばれています。プロ

ポーショナル欧文は、名前のとおり、それ

ぞれの文字の形に合わせた文字幅を持って

いるので、英語の長文、横組の和欧混植に

使用されます。それに対して2バイト欧文

は、漢字、かなと同様、全角の文字幅を

持っているので、記号的に使いたいとき、

縦組みで中心を揃えて使いたいときに便利

です。

　タイプバンク書体のプロポーショナル

の数字は 0から 9まで一定の送り幅に揃

えてあります。その結果、表組など上下に

位置を揃えたいときにも適して作られてい

ます。

　記号類のクエスチョンマーク、パーレン

なども、２バイト欧文の記号類は日本語を

組んだときに使われるものですし、プロ

ポーショナル欧文の記号類は、欧文を組ん

だときに使われるものです。つまり、その

使用される用途に応じて、その大きさや位

置などを考慮したデザインが必要です。
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悪い例� 悪い例�
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図2-2　画数と線の太さ

　横線の画数の少ない文字順に縦並び、縦線の画数の少ない文字順に横並びに並べてあります。

　ここで使用しているタイプバンクゴシックBは、黒味の錯視調整をきちんとしているので、画数の密度にかか

わらず、同じ黒味を持った文字に見えると思います。「書」という字と「軸」という字を拡大してみると、「書」の

縦線、「軸」の車へんの縦線は、中の黒味が集まる部分の太さが少しすいてあります。また、「書」の日の横線、「軸」

の車偏の中の横線も、まわりの横線に比べて少し細目にすいてあります。

　では、そういった調整をしないとどうなるかというのが下の悪い例です。この悪い例は太さの調整を何もせず

に縦横線をそれぞれ均一の太さに揃えてあります。例えば「十」という文字を見てください。下のタイプバンク

ゴシックBに比べると、ずいぶん細く見えることがわかります。また直が三つ並んだ文字や、魚へんの文字は画

数が多いので、同じ太さに作ってしまうとつぶれてしまいます。このようにきちんと一字一字の黒味を調整しな

いと、一つの文字セットとしては読みづらいものになってしまいます。
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３　デジタルフォント

　デジタルフォントには、ビットマップ

フォントとアウトラインフォントの２種類

があります（図3-1）。ビットマップフォン

トは文字を点の集まりとして表し、アウト

ラインフォントは、文字の外形を関数曲線

で表しています。但し、アウトラインフォ

ントは画面表示やプリント出力するとき、

アウトライン情報からビットマップ情報に

変換（ラスタライズ）する必要があります。

　ビットマップフォントを拡大するとギザ

ギザの目立った文字になってしまうのに対

し、アウトラインフォントは拡大・縮小の

際に形が崩れにくいという利点がありま

す。デジタルフォントの世界では、出力速

度の速いビットマップフォントを画面表示

に、拡大・縮小時に品質を保てるアウトラ

インフォントを印刷出力に使用するのが一

般的です。

　かつて活版印刷の時代には活字が、オフ

セット印刷の時代には写植書体が、その印

刷方法に適した形に作られたように、コ

ンピュータ時代のプリンタによる出力に

も、美しく読みやすい書体が開発される

べきです。つまり、書体のデザインは、そ

の折々に与えられた出力条件をクリアし

たり、満足させることが大切なのです。タ

イプバンクでは、こういった考えをベー

スに、すべての書体にデジタル適性を持

たせて設計しています。

　図3-2はアナログ原字と、タイプバンク

明朝Mのアウトラインを例にとって、そ

のラスタライズされた状況を比べたもの

です。実際のアナログ原字のものよりも、

デジタル適性を考えて作られているタイ

プバンク明朝のほうがきれいに出力され

ています。

　デジタル適性を考えたエレメントの説

明を具体的に示したのが図3-3です。図3-

2のラスタライズ状況と比較しながら、デ

ジタル適性の効果を確認してください。

図3-1　デジタルフォント



8

　タイプバンクフォントをアウトライン

化していただけるとわかると思うのです

が、必要最低限の点と直線で構成されて

います。これはアナログの原字をただス

キャニングしているということではなく、

デザイナーが一字一字、一定のルールに

沿って適切な位置に点を置いているから

できることです。

　デジタル適性のデータ的な利点として、

データ容量が少ないことがあります。また

図3-3　デジタル適性を考慮したエレメントデザイン

①横線のはりをなくし、ラスタライズのときの不統

　一感、よごれの原因を防ぐ。

②横線の太さを均一化し、ラスタライズのときの横

　線のバラつきを防ぐ。

③アナログ原字で行う横線を微妙に右上がりにする

　錯視調整はラスタライズのときにジャギとなるの

　で、水平を保つ。代わりに右下がりに見えないよ

　うウロコ、カドウロコを高く大きくつくる。

④先端の太さを一定に保つことでラスタライズのと

　きに生じるとぎれ、かすれを防ぐ。

⑤ゲタの丸みをなくし、高さの差をつけないことで

　ラスタライズのときにゲタがなくなったり、欠け

　たりするのを防ぐ。　図3-2　アウトラインとラスタライズ状況

実際に、エンドユーザが文字をスクリーン

上で立体的に変化させたり、アウトライン

化してロゴマークを作成したりということ

があるかと思いますが、そういったときに

アウトライン加工しやすいといった利点も

あります。また、つぶれ防止、かすれ防止

にもなり、全ての出力解像度に対応してい

るということや、ヒントが付けやすいとい

うようなメリットもあります。
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４　タイプバンクのファミリーコンセプト

　普通、日本語のファミリーというのは、

ウエイトのバリエーションのことをいいま

すが、タイプバンクのファミリーというの

は、そのウエイトのバリエーション以外

に、エレメントのバリエーション、組み替

えかなのバリエーション、アウトライン

フォントとビットマップフォントといった

ようなフォーマット形式のバリエーション

があります。

　例えばエレメントのバリエーションで

すが、図4-1に「朝」という字が、明朝体、

ゴシック体、丸ゴシック体、横太明朝体で

印字されています。そういったエレメント

が違う文字でも、字体や骨組みに共通のデ

ザイン要素を持たせています。へん・つく

り、かんむり・あしといった文字の形のバ

ランス、点とハライ、またはハネの有無と

いった字形の考え方に共通性を持たせてい

ますので、一つの紙面にタイプバンク書体

をいくつか組みあわせて使用しても、統一

的な美しさが得られるということです。

図4-1　エレメントのバリエーション

　　　　上から：タイプバンク明朝M
　　　　　　　　タイプバンクゴシックB
　　　　　　　　タイプバンク丸ゴシックR
　　　　　　　　タイプバンク横太明朝H
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　また、組み替えかなのバリエーションが

あります（図4-2）。最近の日本語の文章は

60～70％がかなで占められています。か

なだけを取り替えることで、日本語の組版

はその表情をガラリと変えます。タイプバ

ンクフォントのファミリーとして、小町、

行成、良寛、築地、弘道軒、そしてタイポ

ス・オールマイティの6種類の組み替えか

ながあります。それぞれ黒味や大きさ、ふ

ところ具合など、漢字とのバランスを考え

て制作されています。

　タイプバンクには25書体のアウトライ

ンフォント、8pixから83pixまで200数

種類のハンドチューニングされたビット

マップフォントがあります。図4-3にある

ように、そういったフォーマットの違いが

あっても、イメージやデザイン統一が図ら

れています。例えば、ディスプレイフォン

トとしてタイプバンクのビットマップフォ

ント、印刷用にタイプバンクのアウトライ

ンフォントを使用したときにでも、DTP

の基本であるWYSIWYG（What You See

Is What You Get）の考え方が生きている

ということになります。

図4-2　組み替えかなのバリエーション

図4-3　アウトラインとビットマップフォントの
　　　　バリエーション
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５　タイプバンクの書体

　タイプバンクフォントのかなは形が簡

潔で明るく、極端に角張った字形を避け

ているので読みやすく、全体に穏やかな

表情を保っています。また、漢字は個々の

エレメントの縦横の線を整理しながらも、

曲線に十分な張りを持たせました。最初

の設計からテストサンプルの検討を重ね、

それぞれのウェイトに合わせて文字の大

きさ、明るさを決定しているので、小さく

印字してもヌケがよく、大きく印字した

ときも黒味や形にムラがありません。

　低解像度から高解像度まで広い範囲で

の出力に適した品質の高いデザインは、

すでに多彩なシステムで採用され、皆様

から高い評価をいただいています。

　また、タイプバンクフォントはたくさ

んの外字も揃えています。

　1995年のUnicode体系（JIS X0221）*

の影響もあり、日本の文字種として補助

漢字（JIS X0212）をはじめ、３水／４水

（JIS X0213）の動きもあり、外字の需要

が高くなっているようです。

　実際、文字を使うことの多い出版社や

図書関係の団体、名簿や住所録が必要な

病院や学校では、JIS X0208の文字種だ

けでは足りないため、エンドユーザが外

字作成ツールを使って文字を作るなどの

苦労も多いようです。

　タイプバンクは、従来の字体・字形の考

え方からはずれないよう管理しながら、

基本書体である明朝体・ゴシック体の外

字の制作を進めています。

　タイプバンクは、これからもユーザの

皆様から高い評価をいただけるよう、新

書体の開発、外字対応などのニーズに応

えるとともに、新たな文字文化を提案で

きるよう取り組んでいる会社です。

* 世界の言語に対応するために定められた2バイト
のコード体系。1993年にISO規格となり、1995年

にはJIS X0221が発行され、日本の規格として制定

された。WindowsNTなどの文字コード体系に採用

されている。
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